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島
根
県
の
あ
な
ご
類
の
漁
獲
量

は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
そ

の
半
分
近
く
が
大
田
市
で
水
揚
げ

さ
れ
、
全
国
で
も
有
数
の
あ
な
ご

の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
あ
な
ご
に
注
目
し
、
生
か

し
た
取
り
組
み
が
広
が
り
ま
し

た
。
あ
な
ご
を
食
べ
る
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
た
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も

増
え
た
り
、
認
知
度
も
上
昇
。
今

で
は
あ
な
ご
料
理
を
提
供
す
る
店

舗
が
、
30
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
と
し
て
、

　

２
月
21
日
、
大
田
市
の
魚
「
ひ
ら
め
」
に
加
え
、「
あ
な
ご
」

を
大
田
市
の
魚
に
制
定
し
ま
し
た
。

あ
な
ご
を
追
加

市
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
市

外
・
県
外
の
人
に
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
中
で
、
大
田
商
工
会
議

所
か
ら
は
、
さ
ら
に
多
く
の
人
に

認
知
さ
れ
る
よ
う
、
市
の
魚
に
制

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
自
治
会
や
漁
業
者
、
消
費

者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
大
田
市

の
魚
追
加
選
定
委
員
会
」（
森
山

護
委
員
長
）
を
設
置
し
、
意
見
を

求
め
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
か
ら
、
漁
獲
や
普

　

平
成
22
年
、
新
市
発
足
５
周
年
を
記
念
し
、
市
民

の
さ
ら
な
る
一
体
感
の
醸
成
と
郷
土
の
す
ば
ら
し
い

自
然
環
境
の
再
確
認
、
ふ
る
さ
と
大
田
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
大
田
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
花
・
木
・
魚
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
花　

れ
ん
げ
つ
つ
じ　

　

古
く
か
ら
国
立
公
園
三
瓶
山
に

自
生
し
、
厳
し
い
風
雪
に
耐
え
、

初
夏
に
開
花
す
る
。
鮮
や
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
の
花
、
放
牧
牛
の
黒
、

三
瓶
高
原
の
緑
が
織
り
な
す
牧
歌

的
景
観
は
、
広
く
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。

市
の
木　

う
め

　

江
戸
時
代
、
う
め
の
実
は
世
界

遺
産
石
見
銀
山
で
働
く
人
た
ち
の

健
康
を
維
持
し
、
鉱
毒
を
防
ぐ
薬

と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
高
潔
清
楚

に
咲
く
そ
の
花
は
、
古
く
か
ら
多

く
の
大
田
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い

る
。

市
の
魚　

ひ
ら
め

　

資
源
保
護
、
栽
培
漁
業
の
推
進

を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
る
ひ
ら
め

の
稚
魚
の
放
流
。
ひ
ら
め
は
高
級

食
材
と
さ
れ
、
そ
の
白
身
は
美
味

で
商
品
価
値
も
高
く
、
大
田
市
民

に
馴
染
み
深
い
魚
で
あ
る
。

及
推
進
、
魚
食
な
ど
さ
ま
ざ
ま
観

点
で
議
論
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

「
大
田
市
の
魚
に
『
あ
な
ご
』
を

追
加
選
定
す
る
」
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
関
係
者
が
連
携
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
を
す
す
め
る
こ
と
で
、

あ
な
ご
を
使
っ
た
料
理
や
加
工
商

品
が
定
着
し
、
お
お
だ
の
「
食
」

の
顔
と
し
て
、
観
光
客
の
誘
致
な

ど
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
２
）

　２月17日、「大田市の魚追加選
定委員会」（森山護委員長）は市
長に対し、「大田市の魚に『あなご』
を追加選定する」と審議結果を報
告しました。
選定理由
　島根県のあなご類の漁獲量は全
国のトップクラスで、そのうちの
半分近くが大田市で水揚げされて
おり、全国有数の産地を誇ってい
る。大田市の伝統的な漁法で捕れ
た大ぶりのあなごは、脂ののりが
良く、身も引き締まっている。
　この貴重な地域資源を活用した
取り組みにより「大田の大あなご」
として市民はもとより、市外のか
たにも広く認知されていることか
ら、「大田市の魚」としてふさわ
しい。

　２月26日、イワタニ島根株式会社（長久町）の
キッチンスタジオを会場に、大田市産あなごを使
用した料理コンテスト（大田商工会議所主催）が
開催されました。
 　30点近くの応募がある中、当日は書類審査を
通過した４人がオリジナル料理を調理。最優秀賞

大田のあなごを知ってもらおうと
さまざまな取り組みが展開されています

大田のあなごをPR！

大田の大あなご料理コンテスト

は、パンに大きなあ
なごの天ぷらと炒め
た三瓶そばをはさん
だ大田らしい一品、

「大あなごドック」
（友田達也さん／松
江市）が選ばれまし
た。

市の魚審議結果を報告

報告書を手渡す森山委員長（右）

コンテストで入賞した料理

大
田
市
の

花
木
魚
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市
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
１
０
０
人
共
創
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

と
称
し
た
講
座
を
２
月
27
日
、
大

田
商
工
会
議
所
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
大
田
市
総
合
計
画
に

掲
げ
る
大
田
市
の
将
来
像
「
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
み
ん

な
が
夢
を
抱
け
る
ま
ち〝
お
お
だ
〟」

の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
主

体
的
に
関
わ
る
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

市
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

１
０
０
人
共
創
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
し
た

　

２
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
参
加
と

し
、
会
場
に
30
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
37
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、「
地
域

経
営
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
２
部
構

成
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
部
は
、
市
長
が
「
一
人
ひ
と

り
が
危
機
感
を
持
っ
て
地
域
の
課

題
に
つ
い
て
考
え
、
み
ん
な
の

『
共
創
』
に
よ
り
、
維
持
し
続
け

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
先
進
地
事
例
を
示
し
な

が
ら
、
講
演
。
ま
た
、
大
森
地
区

は
町
内
の
各
施
設
と
連
携
し
た
共

通
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
組
み
に
よ
る

地
域
一
体
型
経
営
に
つ
い
て
、
志

学
地
区
は
勉
強
会
で
得
た
意
見
か

ら
三
瓶
温
泉
や
三
瓶
そ
ば
を
活
用

し
、
地
域
で
仕
事
と
収
入
を
創
出

し
て
い
る
こ
と
、
井
田
地
区
は
ま

ち
づ
く
り
を
応
援
す
る
事
業
に
取

り
組
む
法
人
を
設
立
し
た
こ
と
な

ど
、
独
自
で
特
徴
の
あ
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
、
株
式
会
社
出
雲
村

田
製
作
所
（
益
田
喬
代
表
取
締
役

社
長
）
イ
ワ
ミ
工
場
（
波
根
）
の

増
設
に
か
か
る
「
認
定
書
」
の
交

付
に
あ
わ
せ
、
覚
書
の
調
印
式
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

出
雲
村
田
製
作
所
は
、
モ
バ
イ

ル
機
器
や
自
動
車
の
電
子
部
品
に

使
用
さ
れ
る
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ

ン
デ
ン
サ
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま

す
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
１
台
あ
た

り
約
１
０
０
０
個
、
自
動
車
に
５

～
８
０
０
０
個
が
使
わ
れ
る
も
の

で
、
出
雲
村
田
製
作
所
は
世
界
最

大
級
の
開
発
・
生
産
拠
点
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
安
定
生
産
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
イ
ワ
ミ
工
場
に

新
た
に
生
産
棟
を
建
設
す
る
と
と

も
に
設
備
を
導
入
。
こ
れ
ら
の
増

強
に
伴
い
、
新
た
に
20
人
が
雇
用

さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
は
大
田
市
企

業
立
地
奨
励
条
例
に
基
づ
く
立
地

計
画
を
認
定
し
、
市
長
が
益
田
代

表
取
締
役
社
長
に
「
認
定
書
」
を

交
付
。
ま
た
、
認
定
計
画
の
円
滑

な
遂
行
を
図
り
、
相
互
に
協
力
事

項
を
確
認
す
る
た
め
の
「
工
場
等

の
立
地
に
関
す
る
覚
書
」
に
調
印

し
ま
し
た
。

問
産
業
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
２
）

　

続
く
２
部
は
、
会
場
で
は
紙
に

書
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
チ
ャ
ッ

ト
に
よ
る
「
し
ゃ
べ
ら
な
い
」
方

法
で
参
加
者
か
ら
意
見
を
募
集

し
、
登
壇
者
が
質
問
に
答
え
る
意

見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
将
来
像
の
実
現
に
向

け
、〝
お
お
だ
〟
に
関
わ
る
す
べ

て
の
人
に
よ
る
「
１
０
０
人
共
創

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
５
）

　文部科学大臣杯第13回全日本少年春季軟式野球
大会（静岡県／３月21日～25日）に出場する第二
中学校野球部に激励金を交付しました。
　３月15日、市役所を訪れた安井貫太主将に船木
副市長が激励金を手渡しました。
　「体調に気をつけて頑張ってほしい」と副市長
は激励。安井主将は「全国制覇を目指す」と意気
込みを語りました。

出雲村田製作所
イワミ工場

生産棟を増設

先輩に続け！全国大会に出場する
二中野球部に激励金

認定書・覚書を手にする益田代表
取締役社長（左）と市長

第
二
中
学
校
野
球
部
の
選
手

特
徴
の
あ
る
取
り
組
み
を
発
表
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【
総
務
部
】

・
市
税
な
ど
の
収
納
に
加
え
、
滞

納
整
理
や
債
権
の
管
理
回
収
を

効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
税
務

課
内
に
「
収
納
管
理
室
」
を
設

置
【
健
康
福
祉
部
】

・
子
育
て
施
策
の
総
合
的
な
推
進

と
保
育
所
の
運
営
な
ど
を
担
う

子
育
て
支
援
課
を
「
子
ど
も
保

育
課
」
に
改
称

・
母
子
、
児
童
の
健
康
増
進
や
健

全
育
成
を
包
括
的
に
支
援
す
る

た
め
、
子
ど
も
家
庭
相
談
室
と

健
康
増
進
課
の
母
子
保
健
係
を

統
合
し
、「
子
ど
も
家
庭
支
援

課
」
を
設
置

・
静
間
保
育
園
を
３
月
末
で
閉
園

・
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
許
認

可
、
指
導
監
査
を
お
こ
な
う

「
指
導
監
査
係
」
を
介
護
保
険

組
織
体
制

大
田
市

課
か
ら
地
域
福
祉
課
へ
移
管

【
産
業
振
興
部
】

・
道
の
駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」
の
整

備
、
建
設
工
事
が
完
了
し
た
た

め
、「
道
の
駅
推
進
室
」
を
廃

止
・「
大
田
市
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ

く
り
構
想
（
第
Ⅱ
期
）」
に
基

づ
く
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

施
策
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
、

「
森
づ
く
り
推
進
室
」
を
「
森

づ
く
り
推
進
課
」
に
昇
格

【
建
設
部
】

・
大
田
市
駅
前
周
辺
東
側
土
地
区

画
整
理
事
業
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
、
都
市
計
画
課
内
に
設

置
し
て
い
た
「
区
画
整
理
推
進

室
」
を
「
土
地
区
画
整
理
課
」

に
昇
格

・
公
共
施
設
適
正
化
の
着
実
な
実

施
と
公
共
施
設
の
整
備
、
改
修

な
ど
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
、「
建
築
営
繕
課
」
内
に
「
公

【
部
長
級
】

▼
産
業
振
興
部
技
監
（
産
業
振
興

部
技
監
森
づ
く
り
推
進
室
長
事
務

取
扱
） 

大
國
一
寿

▼
建
設
部
長
（
建
設
部
長
建
築
営

繕
課
長
事
務
取
扱
） 

尾
田
英
夫

▼
上
下
水
道
部
長
（
上
下
水
道
部

管
理
課
長
） 

田
中　

明

▼
消
防
部
長
（
再
任
用
）

 

幸
村
卓
己

▼
議
会
事
務
局
長
（
議
会
事
務
局

次
長
） 

川
上
浩
史

【
課
長
級
】

▼
情
報
企
画
課
長
（
情
報
企
画
課

長
補
佐
） 

森
脇　

淳

▼
総
務
部
総
務
課
長
（
環
境
政
策

課
長
） 

和
田
二
朗

▼
税
務
課
収
納
管
理
室
長
（
石
見

銀
山
課
長
補
佐
） 

重
富
博
保

共
施
設
適
正
化
推
進
係
」
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
建
築
行
政

の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、

参
与
（
公
共
施
設
・
建
築
営
繕

担
当
）
を
設
置

【
職
員
数
】

７
７
５
人

内
訳　

大
田
市　
　

４
８
５
人

　
　
　

市
立
病
院　

２
９
０
人

（
県
か
ら
の
派
遣
４
人
を
含
む
）

　

４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

異
動
の
あ
っ
た
課
長
級
以
上
の
職
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
と
お
り
組
織
体
制
の
一
部
見
直
し
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

問
人
事
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
４
）

大
田
市
職
員
人
事
異
動

　

こ
の
た
び
、
オ
ペ
ラ
「
石
見
銀
山
」
実

行
委
員
会
（
内
藤
芳
秀
実
行
委
員
長
）
が
、

（
一
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
主
催

す
る
第
26
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
の

「
ふ
る
さ
と
キ
ラ
リ
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
は
、
全
国
各

地
で
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
地
域
の
活

力
を
生
み
出
す
イ
ベ
ン
ト
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
実
行
委
員
会
が
取
り
組
ん
で
き

た
「
オ
ペ
ラ
「
石
見
銀
山
」
の
制
作
・
継

続
公
演
、
祝
「
日
本
遺
産
認
定
」
オ
ペ
ラ

石
見
銀
山
オ
ー
ル
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」

は
、
石
見
銀
山
遺
跡
の
実
話
を
も
と
に
、

オ
ペ
ラ
と
伝
統
芸
能
の
石
見
神
楽
を
融
合

さ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
、
県
内
外

か
ら
観
光
客
が
訪
れ
、
経
済
波
及
効
果
が

高
い
こ
と
に
加
え
、
挿
入
歌
が
コ
ン
サ
ー

ト
や
学
校
で
歌
わ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
文

化
と
し
て
地
元
で
根
付
き
つ
つ
あ
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
、
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
市
長
に
受
賞
を
報
告
。
市
長
は

「
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
努
力
が
実
を
結
ん
だ
。
嬉
し
く
思
う
」

と
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
10
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
オ
ー
ル
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

昼
に
国
立
三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
（
山
口
町
）
を
会
場
に
屋
外
で
、
ま
た
、

夜
は
市
民
会
館
で
公
演
。
天
候
を
心
配
し
な
が
ら
の
準
備
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
難
し
さ
も
今
で
は
よ
い
思
い
出
と
な
り
、
メ
ン

バ
ー
の
笑
顔
を
交
え
た
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

問
石
見
銀
山
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
０
）

ふ
る
さ
と
キ
ラ
リ
賞
を
受
賞

オ
ペ
ラ
「
石
見
銀
山
」
実
行
委
員
会
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大
田
市
立
病
院

【
部
長
級
】

▼
小
児
科
上
席
部
長
（
小
児
科
部

長
） 

堀　

大
介

▼
泌
尿
器
科
部
長
（
泌
尿
器
科
医

長
） 

中
村
成
伸

▼
事
務
部
長（
島
根
県
か
ら
派
遣
）

 

糸
賀
晴
樹

【
次
長
級
】

▼
看
護
部
次
長
（
看
護
部
看
護
師

長
） 

杉
本
奈
々
絵

【
課
長
級
】

▼
地
域
医
療
連
携
室
長
（
看
護
部

看
護
師
長
） 

小
原
恵
子

▼
看
護
部
看
護
師
長
（
地
域
医
療

連
携
室
長
） 

郷
原
真
裕
子

▼
看
護
部
看
護
師
長
（
医
療
安
全

管
理
室
看
護
師
長
） 

横
田
恵
美
子

▼
看
護
部
看
護
師
長
（
看
護
部
副

看
護
師
長
） 

渡
津
真
由
美

▼
医
療
安
全
管
理
室
看
護
師
長

（
看
護
部
看
護
師
長
）

 

和
田
美
代
子

▼
経
営
企
画
課
長
（
経
営
企
画
課

長
兼
経
営
企
画
課
医
事
室
長
）

 

中
祖
伸
宏

▼
経
営
企
画
課
医
事
室
長
（
経
営

企
画
課
医
事
室
長
補
佐
）

 

安
井
一
義

【
新
規
採
用
】

▼
小
児
科
部
長 

山
田
健
治

▼
地
域
福
祉
課
長
（
政
策
企
画
課

長
補
佐
） 

中
尾
裕
之

▼
子
ど
も
保
育
課
長
（
子
育
て
支

援
課
長
） 

布
野
英
彦

▼
子
ど
も
保
育
課
主
査
（
温
泉
津

保
育
所
長
） 

吉
本
幸
恵

▼
子
ど
も
家
庭
支
援
課
長
（
産
業

振
興
部
主
査
・
大
田
市
観
光
協
会

派
遣
） 
中
村
和
也

▼
健
康
増
進
課
長
兼
健
康
増
進
課

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
長
（
健
康
増
進
課
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
策
室
長
補
佐
） 

縄　

和
美

▼
介
護
保
険
課
長
（
地
域
福
祉
課

長
） 

紙
田
峰
穂

▼
市
民
課
長
（
健
康
増
進
課
長
）

 

松
本
朱
美

▼
環
境
政
策
課
長
（
健
康
増
進
課

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
長
） 

山
本
幸
夫

▼
産
業
振
興
部
主
査
・
大
田
市
観

光
協
会
派
遣
（
産
業
企
画
課
長
補

佐
） 

森
山
俊
信

▼
農
林
水
産
課
長
（
道
の
駅
推
進

室
長
補
佐
） 

吉
田
貴
宏

▼
農
林
水
産
課
主
査
（
農
林
水
産

課
長
補
佐
） 

重
田
俊
雄

▼
森
づ
く
り
推
進
課
長
（
森
づ
く

り
推
進
室
長
補
佐
） 

森
山
久
利

▼
都
市
計
画
課
長
（
都
市
計
画
課

長
補
佐
） 

石
田
耕
晋

▼
土
地
区
画
整
理
課
長
（
都
市
計

画
課
長
兼
都
市
計
画
課
区
画
整
理

推
進
室
長
） 

宮
原
道
徳

▼
建
築
営
繕
課
長
（
道
の
駅
推
進

室
長
） 

福
間
克
利

▼
上
下
水
道
部
管
理
課
長
（
政
策

企
画
課
長
補
佐
） 

森
脇
佳
子

▼
消
防
部
総
務
課
長（
警
防
課
長
）

 

山
本
智
靖

▼
予
防
課
長（
消
防
部
総
務
課
長
）

 

福
島
秀
司

▼
警
防
課
長
（
予
防
課
長
）

 

福
間　

武

▼
仁
摩
支
所
市
民
生
活
課
長
（
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
） 

田
村　

剛

▼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
（
介

護
保
険
課
長
） 

渡
辺
明
彦

▼
議
会
事
務
局
次
長
（
会
計
管
理

者
兼
出
納
室
長
） 

大
久
保
広
志

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
農
林

水
産
課
長
） 

宇
谷
辰
男

▼
教
育
部
総
務
課
長
（
教
育
部
総

務
課
長
兼
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
長
）

 

勝
部
浩
司

▼
社
会
教
育
課
長
（
市
立
病
院
事

務
部
総
務
課
長
補
佐
） 

大
門
克
典

▼
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
長
（
税
務

課
長
補
佐
） 

矢
田
孝
之

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
（
社
会

教
育
課
長
） 

後
藤
裕
之

　

大
田
高
校
「
ダ
イ
コ
ウ
ラ
ボ
」

の
メ
ン
バ
ー
２
人
と
森
田
製
菓
株

式
会
社
（
森
田
博
久
代
表
取
締

役
）
が
協
力
し
て
企
画
し
た
商
品

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

発
売
さ
れ
た
の
は
、
市
内
産
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
を
使
用
し

た
グ
ミ
ゼ
リ
ー
。
商
品
名
や
味
、

食
感
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
に
高
校

生
ら
し
い
こ
だ
わ
り
を
詰
め
込
ん

で
い
ま
す
。

　

２
人
は
「
た
く
さ
ん
の
会
議
を

重
ね
て
作
っ
た
商
品
。
ぜ
ひ
食
べ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
ら
ぶ
る
か
ら

キ
ュ
ン
で
す
！
」

「
琴こ

と

鳴な
き

御を

塩え

ルる

」

　

馬
路
地
区
観
光
振
興
協
議
会

（
松
浦
隆
之
会
長
）
は
、
琴
ヶ
浜

の
海
水
を
利
用
し
た
特
産
品
を
商

品
化
し
ま
し
た
。

　

商
品
は
、「
琴
鳴
御
塩
ル
」
と
ユ

ニ
ー
ク
な
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
塩

と
藻
塩
の
２
種
類
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
は
名
刺
を
は
さ
む
こ
と
が
で
き
、

あ
い
さ
つ
な
ど
に
使
え
る
よ
う
に

し
た
ほ
か
、
切
手
を
貼
れ
ば
郵
便

物
と
し
て
送
ら
れ
る
よ
う
工
夫
が

重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食

材
と
し
て
、
市
内
事
業
所
と
の
新

た
な
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

増
え
て
い
ま
す

大
田
の
一ひ

と

品し
な

完成した新商品を手にする高橋真海さん
（３年／左）と林田理花さん（２年）

新商品を市長に報告する松浦会長（左か
ら３人目）
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　３月25日、１年間の山村留学の締
めくくりとなる三瓶こだま学園「修
園のつどい」を国立三瓶青少年交流
の家でおこないました。
　18期生は、全国各地からやってき
た小学５年生から中学３年生の15人。
新型コロナウイルス感染症の拡大防
止対策として、出席者数を縮小し、
保護者と受入農家が出席しました。
　つどいに先立ち、秋から多根神楽
団の指導を受け、練習を重ねてきた
神楽を披露。迫力満点の「大蛇」の
舞に大きな拍手が沸き起こりました。
その後のつどいでは、一人ひとりが

厚生労働省新型コロナワクチンＱ＆Ａ
小児接種（５～11歳）

山村留学センター
三瓶こだま学園

　親元を離れた生活は苦しいことも
たくさんありましたが、さまざまな
自然体験をし、都会では経験できな
い成功や失敗を経験し、仲間と支え
あいながら無事に山村留学をやり遂
げることができました。
　令和４年度の19期生は、11人。４
月７日に新しく４人を迎え、こだま
学園は新たなスタートを切りました。
　　　　　　　問山村留学センター
　　　　　　　（☎0854 ‐ 86 ‐ 0700）

北三瓶で過ごした１年間を振り返り、
自分たちが成長したことや学んだこ
と、お世話になった方々への感謝の
気持ちなどをスピーチ。子どもたち
からあふれ出る体験に基づいた言葉
は、出席者にもしっかりと伝わりま
した。また、指導員から、はなむけ
の言葉とともに自分で漉

す

いた和紙で
作られた修園賞を受け取りました。
　最後に、地元の子どもたちと練習
してきた「北三瓶っ子太鼓クラブ」
としての最後の太鼓披露。練習の成
果を出し切り、見事な発表となりま
した。

１年間の生活を終え修園

　小児接種は予防接種法上の「努力義務*」の対象とされていま
せん。接種については、感染症予防の効果と副反応のリスクの双
方について理解したうえで、保護者の意思に基づいて判断してく
ださい。
　また、周りの人に接種を強制したり、接種していない人に対し
て差別的な言動をしたりしないでください。

５歳以上11歳以下のワクチン接種を次のとおり実施しています
▽接 種 対 象　５歳以上11歳以下（12歳の誕生日の前々日まで）
▽ワ ク チ ン　ファイザー社製の５～11歳用ワクチン（小児用ワクチン）
▽接種の回数　３週間の間隔をあけて合計２回
　対象者には、３月中にご案内を送付しています。新たに５歳（平成29年４月生まれ以降）になる人
には、誕生月の下旬にご案内を送付します。
　案内に同封しているチラシなどをご確認のうえ、接種を希望する場合は、接種可能な医療機関で予
約をして接種を受けてください。

12歳以上17歳以下も、次のとおり追加（３回目）接種を受けられるようになりました
▽接 種 対 象　12歳以上17歳以下
▽ワ ク チ ン　ファイザー社製ワクチン
▽接種の間隔　２回目接種を完了した日から６か月以上の間隔をあけて１回接種
　２回目の接種日から６か月を経過した人に、追加接種の案内を順次送付します。
　案内が届いたら同封しているチラシをご確認のうえ、接種を希望する場合は、かかりつけ医療機関
または接種可能な医療機関で予約をして接種を受けてください。
※　２回目接種を完了後に大田市へ転入した人は、市に接種記録がないため、接種券発行の申請をし
てください。

新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ

※　「努力義務」とは、特定の予防接種について、
接種の対象者や保護者に「受けるよう努めなけ
ればならない」「受けさせるため必要な措置を
講ずるよう努めなければならない」と定める予
防接種法上の規定で、接種を強制するものでは
なく、努力を求めるものです。
　小児接種について、効果や安全性などの詳し
い情報はご確認ください。

５
歳
か
ら
11
歳
の
接
種

（
小
児
接
種
）

12
歳
か
ら
17
歳

追
加（
３
回
目
）接
種

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）
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子ども保育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8196）
子育て支援センター
・大　田（☎0854 ‐ 82 ‐ 1791）
・仁　摩（☎0854 ‐ 88 ‐ 4933・9100）
・温泉津（☎0855 ‐ 65 ‐ 2075）

親子で子育て支援センターに
遊びにきてね！

元気ですこやか　おおだっ子

　お母さんが赤ちゃんにプレゼントした病気に対する抵
抗力（免疫）は、生後３か月から12か月までに、ほとん
どが自然に失われていきます。そのため、この時期を過
ぎると赤ちゃん自身で免疫をつくって病気を予防する必
要があります。その助けとなるのが予防接種です。ワク
チンで防げる病気からお子さんを守るために、接種に適
したタイミングで忘れずに接種しましょう。

支援センター 電話番号 開所日時

大田子育て支援センター
（認定こども園あゆみ保育園内） ☎0854 ‐ 82 ‐ 1791

月曜日～金曜日　₉時30分～16時
土曜日　　　　　₈時～12時

仁摩子育て支援センター
（仁摩保育園内） ☎0854 ‐ 88 ‐ 4933 水・木・金曜日　₉時30分～11時30分

温泉津子育て支援センター
（温泉津保育所内） ☎0855 ‐ 65 ‐ 2075 火・木曜日　　　₉時30分～11時30分

　各支援センターの毎月のお便りを大田市公式Facebook
や子育てアプリ「おおだっこ」で見ることができます。また、
予防接種の記録や管理もできますよ。 App Store用 google play用 Web版

（外国語対応）

お子さんの予防接種　
受け忘れはありませんか？

４月生まれのお子さんから予診票を冊子で配布
　定期予防接種の時期には、個人通知により予診票をお
送りしています。令和４年４月生まれのお子さんからは、
定期予防接種のうち、乳幼児期に接種するワクチンの予
診票を「予診票つづり」として、出生届時にお渡ししま
す（年長児以降の予防接種の予診票は、個人通知により
送付します）。
　接種スケジュールなど、お困りのことがありましたら、
健康増進課にお問い合わせください。

問健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8153）

　市内には子育て支援センターが３か所あり、親子で楽しく遊べるスペースとして、
また、身体測定や給食体験ができるほか、同じ年齢のお子さん同士の交流もできます。
親子で安心して過ごせ、ホッとできる場として活用してください。また、子育てで
気になることや心配ごとなどの相談も、保育・子育ての経験豊富な職員が応じたり、
お子さんをのびのびと遊ばせながら子育て中の保護者さん同士で情報交換ができた
り、さまざまな楽しみ方ができます。
　ぜひ、遊びに来てください。お待ちしています。

５月の子育て応援コーナー
種　類 日　　時 場　所 内　　　容 お持ちいただくもの

乳幼児相談 18日㈬ ₉：30～11：00

仁摩保健センター

身体計測・育児相談
栄養相談・母乳相談

母子健康手帳
バスタオル

離乳食教室
（前期） 19日㈭

10：00～11：30
受付₉：45～

生後８か月頃までの乳児と保護者
母子健康手帳
バスタオル
おむつ
飲み物（お子さん用）

離乳食教室
（後期） 31日㈫ ９か月～18か月ごろの乳児と保護者

育児教室
（前期） 13日㈮ 赤ちゃんとのふれあい遊びなど

（妊婦さんも大歓迎）

※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）へお申し込みください。
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こんにちは

保健師です ～充実した人生は健康づくりから～
健康診断を受けよう！

問健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

誘い合ってウォーキングをしよう！
毎日体重計に乗ろう！
ご飯は茶碗1杯までにしよう！

体重管理今月の「＋
プラス

１
ワン

」
　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活動。
減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策など、健康に関
する取り組みを「なにか１つ」加えることで、皆さ
んの健康意識を高め、生活習慣の改善につなげます。

健康長寿「＋
プラス

１
ワン

」活動

なぜ、受けないといけないの？

大田市の特定健診等健康診査
今年度から集団健診はありません

　健康診断を受ける理由は、自分の身体の状態を知り、健
康づくりにつなげていくためです。自覚症状がなくても、
大きな病気を引き起こす前兆は検査結果に出ています。結
果に異常があれば、要因は何かを分析し、生活習慣の改善
をおこなうことが大切です。

　市では、特定健診等健康診査を大田市国民健康保険加入
者、島根県後期高齢者医療制度加入者、生活保護受給者を
対象として、６月から医療機関での健診を実施します。対
象者には受診券を郵送しますので、受診券が届いたら健診
を受けましょう。
　また、今年度から集団健診は実施しませんので、医療機
関で受診してください。詳しくは、個別通知をご確認くだ
さい。

初期臨床研修医
安藤　謙　医師

初期臨床研修医
左田野　幹

かん

生
せい

　医師
初期臨床研修医

佐貫　勇輝　医師

呼吸器内科　医員
掘江　美香　医師

小児科　部長
山田　健治　医師

外科　医員
井上　圭亮　医師

過食・運動不足などの生活習慣

血管の老化（動脈硬化）が進行

悪症化・合併症

脂質異常 糖尿病高血圧

健診で発見して生活習慣を
改善することが大切

脳梗塞　　脳出血　　眼底出血
腎不全　　狭心症　　心筋梗塞など

メタボリックシンドローム

問
市
立
病
院
（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
３
３
０
）

４
月
か
ら
新
し
く
着
任
さ
れ
た
先
生
を
紹
介
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

大
田
市
立
病
院

着
任
医
師
の
ご
紹
介
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〈広告〉

健康ガイド５月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

がん検診（集団）

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 ‐ 84 ‐ 7571） 40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は２回の受診が必要出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853 ‐ 21 ‐ 0130）

ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853 ‐ 20 ‐ 0649）

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 ‐ 84 ‐ 7571） 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関

（市ホームページでご確認ください）

※　直接各医療機関へ予約してください。

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

診療時間　₈：00～12：00
　　　　　14：00～19：30

種　類 日時・場所 対象者など

☆胃がん検診
個人通知なし

☆大腸がん検診
個人通知なし

25日㈬
₉：00～10：00 久手まちづくりセンター 胃がん検診

40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　1,000円
・検診が午前の人は前日の21時以降、午

後の人は当日₇時以降に食事をとらな
いでください。
大腸がん検診（容器配布）
40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　400円
・₂日間の便を容器に取る検査

13：00～13：30 大代まちづくりセンター

31日㈫

₇:30～₈:00 銀山公園休憩所

₈:45～₉:30 水上まちづくりセンター

10:15～10:45 祖式まちづくりセンター

種　類 日時・場所 対象者など

肺がん検診
個人通知あり

16日㈪ 大森町・水上町・祖式町・大代町 肺がん検診
40歳～64歳
肺がん・結核検診
65歳以上
◎自己負担金　無料
◎持参　検診受診票、健康手帳
・会場、受付時間は個人通知をご確認く

ださい。

17日㈫・18日㈬・19日㈭ 温泉津町

20日㈮ 長久町

23日㈪ 三瓶町・山口町

24日㈫ 静間町

25日㈬ 仁摩町（馬路・大国)
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中央図書館　　☎0854 ‐ 84 ‐ 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 ‐ 88 ‐ 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 ‐ 65 ‐ 2177　10：00～18：00

５月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

① ２ ３ ４ ５ ６ ⑦

⑧ ９ 10 11 12 13 ⑭

⑮ 16 17 18 19 20 �

� 23 24 25 26 27 �

� 30 31 　 　 　 　

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

おすすめの本

『北極点　かけろ！クマ　犬ぞりアタック隊』
関屋敏隆／文　型染版画　ポプラ社（中央図書館所蔵）

　1978年、３つの出発地からそれぞれ違う方法で北極点を
目指す日本人がいました。雪あらしや白くまとの遭遇、ブ
リザードのため物資を届けてくれる飛行機が来ないなど、
予期しないことが起こる北極圏。

　自然の厳しさを前に次々と隊員が減っていく中、日本人として初めて北極点に
たどりついた日本大学北極点遠征隊（日大アタック隊）の物語。（児童向け絵本）

中央図書館　「ハナウタ♪」
心も体もウキウキし、思わずハナウタを口ずさみたく
なるような楽しい本をご用意しています

中央図書館　５月14日㈯・21日㈯　14時～14時30分
仁摩図書館　５月21日㈯　　　　　10時15分～10時45分

仁摩図書館　「世界各国津々浦々」
今は新型コロナウイルス感染症の拡大で、遠くへ行く
ことはできませんが、本の世界ではページを広げるだ
けで、どこへでも行けますよ

仁摩図書館
・温泉津やきものの里陶芸教室作品展　５月７日㈯～23日㈪

◇展示テーマ

◇おはなし会

◇企　画　展

そうだったのか石見銀山
調査研究　最新情報

間歩は何か所ある？

　

石
見
銀
山
は
、
２
０
２
２
年
７

月
に
世
界
遺
産
登
録
15
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
登
録
前
か
ら
長

ら
く
地
道
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た

調
査
研
究
の
成
果
を
シ
リ
ー
ズ
に

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

さ
て
、「
石
見
銀
山
に
は

６
０
０
を
超
え
る
数
の
間
歩
が
あ

り
…
…
」
と
い
う
説
明
や
解
説
を

ご
存
じ
の
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、「
９
０
０
を
超
え
る

数
の
坑
口
が
確
認
さ
れ
て
い
て

…
…
」
と
い
う
説
明
に
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
坑
道
を
新
し
く
掘
っ
て

増
え
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遺

跡
の
調
査
方
法
の
一
つ
で
あ
る

「
分
布
調
査
」
を
お
こ
な
い
、
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
坑
口
が
確
認

さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
分
布
調
査

と
は
、
お
こ
な
え
ば
お
こ
な
う
ほ

ど
そ
の
密
度
を
増
し
、
数
が
増
え

ま
す
。
こ
れ
は
、
今
後
も
分
布
調

査
を
お
こ
な
え
ば
、
必
ず
数
が
増

え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
知
ら
な
か
っ
た

場
所
に
坑
口
が
あ
る
こ
と
は
、
大

変
危
険
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
示
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
石
見
銀
山
の
主
た
る
部

分
の
鉱
業
に
関
す
る
権
利
は
、
島

根
県
が
保
有
し
て
い
ま
す
。
石
見

銀
山
の
よ
う
な
閉
山
と
な
っ
て
い

る
休
廃
止
の
鉱
山
で
も
、
そ
の
管

理
責
任
は
鉱
業
権
者
が
担
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
坑
道
の
中
に
無
断

で
立
ち
入
り
、
ケ
ガ
な
ど
の
被
害

が
生
じ
る
と
、
そ
の
責
任
は
す
べ

て
島
根
県
が
負
う
の
で
す
。
さ
ら

に
休
廃
止
鉱
山
は
、
基
本
的
に
坑

口
を
閉
鎖
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
石
見
銀
山
は
世
界
遺
産

な
の
で
、
な
る
べ
く
現
状
に
近
い

形
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
危
険

で
あ
り
、
石
見
銀
山
の
鉱
山
の
多

く
の
場
所
は
民
有
地
で
も
あ
る
た

め
、
無
断
で
立
ち
入
り
で
き
ま
せ

ん
。「
ち
ょ
っ
と
見
た
い
」「
写
真

を
撮
っ
て
き
た
い
」
も
不
法
行
為

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

島
根
県
に
よ
る
分
布
調
査
は
、

鉱
山
や
坑
道
に
詳
し
い
専
門
業
者

に
委
託
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

銀
山
の
場
所
を
ど
れ
だ
け
わ
か
っ

て
い
よ
う
と
も
決
し
て
無
断
で
立

入
ら
な
い
、
調
査
研
究
の
成
果
は
、

そ
う
警
告
し
て
い
る
の
で
す
。

問石見銀山課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8132）
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きずな
石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
は
、
事
前
登
録
型
本
人

通
知
制
度
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
自
身
や
ご
家
族
の
人
権
を

守
る
た
め
に
、
と
て
も
大
切
な
制

度
で
す
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
が
大
田
市
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
に

登
録
し
た
本
人
以
外
の
人
（
代
理

人
や
第
三
者
）
が
、
本
人
の
戸
籍

謄
本
や
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
大

田
市
に
請
求
し
た
場
合
、
そ
の
請

求
が
あ
っ
た
こ
と
を
大
田
市
か
ら

登
録
し
た
本
人
に
通
知
す
る
制
度

で
す
。

　

登
録
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

大
田
市
役
所
市
民
課
（
温
泉
津
・

仁
摩
各
支
所
含
む
）
に
お
い
て
、

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
の
う
え
、
登
録
申
込
を
さ

れ
る
と
、
約
15
分
程
度
で
手
続
き

は
終
了
し
ま
す
。
手
続
き
終
了
後

か
ら
、
通
知
が
届
き
ま
す
。

　

本
人
が
全
く
知
ら
な
い
と
こ
ろ

で
、
第
三
者
が
そ
の
人
の
戸
籍
謄

本
や
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
勝
手

に
取
得
す
る
「
不
正
取
得
事
件
」

が
全
国
で
相
次
い
だ
た
め
、
こ
の

制
度
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
大
阪
府
狭
山
市
が

全
国
で
初
め
て
制
度
を
導
入
し
、

そ
の
後
は
全
国
の
市
町
村
で
導
入

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
戸
籍
謄
本
や
住

民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
取
得
防

止
だ
け
で
は
な
く
、
不
正
取
得
に

対
す
る
抑
止
に
つ
な
が
る
た
め
、

と
て
も
大
切
な
制
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

大
田
市
は
、
平
成
23
年
３
月
に

島
根
県
で
初
め
て
「
事
前
登
録
型

本
人
通
知
制
度
」
を
導
入
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
登
録
者
数

は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

不
正
取
得
を
す
る
側
は
、
不
正

が
「
で
き
る
」「
難
し
い
」
の
判

断
材
料
を
登
録
者
数
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
登
録
者
数
が
多
い
市
町

村
は
、「
不
正
が
で
き
な
い
」「
人

権
意
識
が
高
い
」
な
ど
の
理
由
か

ら
、
不
正
を
し
に
く
い
状
況
を
作

り
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
不
正
を
未
然
に
防
ぐ
、

「
抑
止
力
」
に
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人

が
こ
の
制
度
を
理
解
し
、
登
録
す

る
こ
と
で
、
不
正
取
得
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

個
人
情
報
の
拡
散
を
防
ぎ
、
不

正
取
得
を
さ
せ
な
い
た
め
に
も
制

度
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
11
月
に
東
京
都
内

の
「
プ
ラ
イ
ム
総
合
法
務
事
務

所
」
社
長
、
司
法
書
士
、
元
弁
護

士
、
横
浜
の
探
偵
社
社
長
、
京
都

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
５
人
が
、
偽
造
し
た
書
類
を

使
っ
て
３
年
間
で
全
国
か
ら
約

１
万
２
５
０
０
件
以
上
（
島
根
県

内
36
件
、
大
田
市
０
件
）
の
戸
籍

抄
本
や
住
民
票
の
写
し
を
不
正
取

得
し
て
い
た
「
プ
ラ
イ
ム
事
件
」

が
発
覚
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
は
、
不
正
取
得
１
件

に
つ
き
３
０
０
０
～
５
０
０
０

円
の
報
酬
を
得
た
と
さ
れ
て

お
り
、
実
際
に
は
３
年
間
で
約

２
億
３
５
０
０
万
円
の
報
酬
を
得

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
裁
判
で
、
プ
ラ
イ
ム

社
長
に
懲
役
３
年
の
実
刑
、
探
偵

社
社
長
に
懲
役
２
年
６
月
の
実

刑
、
司
法
書
士
に
罰
金
２
５
０
万

円
、
元
弁
護
士
に
懲
役
２
年
（
執

行
猶
予
４
年
）、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
懲
役
１
年
６
月

（
執
行
猶
予
３
年
）
の
判
決
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
９
月
に
は
、

「
プ
ラ
イ
ム
事
件
」
の
中
心
的
存

在
で
あ
る
名
古
屋
の
情
報
屋
（
調

査
会
社
）
代
表
な
ど
３
人
が
逮
捕

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
情
報
屋
と
は
、
探
偵
に
各

種
の
個
人
情
報
を
売
買
す
る
、
い

わ
ゆ
る
個
人
情
報
の
「
仲
介
業
者
」

で
あ
り
、
全
国
の
探
偵
社
な
ど
か

ら
個
人
情
報
の
注
文
を
受
け
、
司

法
書
士
や
行
政
書
士
、
企
業
や
行

政
の
内
部
協
力
者
か
ら
個
人
情
報

を
不
正
取
得
し
、
各
地
の
探
偵
社

に
売
買
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
裁
判
で
は
情
報
屋

代
表
に
罰
金
２
０
０
万
円
、
元

従
業
員
２
人
に
そ
れ
ぞ
れ
罰
金

１
０
０
万
円
の
判
決
が
下
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
情
報
屋
は

５
年
間
で
約
12
億
７
０
０
０
万
円

を
儲
け
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、

罰
金
４
０
０
万
円
は
と
て
も
軽
い

判
決
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
身
元
調
査
に
よ
り
、
就
職

や
結
婚
が
白
紙
と
な
っ
た
り
、
ス

ト
ー
カ
ー
被
害
者
が
加
害
者
に
住

所
を
知
ら
れ
た
り
、
消
費
者
金
融

に
情
報
が
渡
っ
た
り
す
る
な
ど
、

と
て
も
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
被
害
が
大
き

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
懲
役

期
間
が
短
い
こ
と
や
罰
金
が
少
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
、
第
二
、

第
三
の
「
プ
ラ
イ
ム
事
件
」
が
発

生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
市
町
村

で
は
「
制
度
の
導
入
だ
け
で
は
な

く
、
一
人
で
も
多
く
の
登
録
者
を

増
や
し
、
身
元
調
査
な
ど
の
抑
止

力
に
つ
な
げ
た
い
」
と
し
て
、
制

度
の
周
知
と
登
録
に
つ
い
て
、
お

願
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
も
全
国
規
模
の
不
正

取
得
事
件
が
発
生
し
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度

と
は

こ
の
制
度
が

な
ぜ
必
要
な
の
か

不
正
取
得
を

さ
せ
な
い
た
め
に

全
国
規
模
の
不
正
取
得
事
件

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
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市　勢
（令和４年４月１日現在）

○人　口　33,039人　　（△　94）
　・男　　15,877人　　（△　32）
　・女　　17,162人　　（△　62）
○世帯数　15,502世帯（　　15）
○出生数　　　16人
○死亡数　　　48人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ 申…申し込み先

問…問い合わせ先

委
員
会
事
務
局
へ
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
５
）

　

大
田
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
よ
り
、
農
業
振
興
を
図
る
地
域

と
し
て｢

農
用
地
区
域｣

が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
区
域
内
の
農
地
を
宅
地
な

ど
に
転
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更

（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
等
の

承
認
）
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

農
地
が
該
当
地
域
に
あ
た
る
か

ど
う
か
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

か
、
各
地
区
の
農
業
委
員
宅
に
あ

る
「
農
用
地
区
域
」
図
面
で
確
認

で
き
ま
す
。

　

変
更
を
す
る
場
合
は
、
５
月
２

日
㈪
か
ら
31
日
㈫
ま
で
に
、
農
業

農
用
地
区
域
の
変
更
は

５
月
31
日
ま
で
に

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
重

度
障
が
い
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
の

人
が
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
健
康
保

険
の
給
付
を
受
け
た
と
き
に
、
医

療
費
の
窓
口
負
担
が
１
割
と
な
る

ほ
か
、
薬
局
で
の
負
担
が
な
く
な

り
ま
す
。

◇
助
成
の
対
象
と
な
る
人

▽
寝
た
き
り
の
人　

65
才
以
上
で

３
か
月
以
上
寝
た
き
り
で
介
護

が
必
要
な
人

▽
重
度
知
的
障
が
い
者　

療
育
手

帳
Ａ
判
定

▽
重
度
身
体
障
が
い
者　

身
体
障

が
い
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

▽
重
度
精
神
障
が
い
者　

精
神
障

が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

▽
重
複
重
度
障
が
い
者　

身
体
障

が
い
者
手
帳
３
級
ま
た
は
４
級

か
つ
知
的
障
が
い
（
要
判
定
／

お
お
む
ね
Ｉ
Ｑ
50
以
下
）・
精

神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級
か
つ
知
的
障
が
い
（
要
判
定

／
お
お
む
ね
Ｉ
Ｑ
50
以
下
）・

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
か
つ
身
体
障
が
い
者
手
帳

３
級
ま
た
は
４
級

▽
ひ
と
り
親
家
庭
の
人　

18
歳
未

満
ま
た
は
高
校
３
年
生
終
了
ま

で
の
児
童
を
養
育
す
る
配
偶
者

の
い
な
い
人
お
よ
び
当
該
児
童

（
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
み
対

象
）

※　

認
定
要
件
を
満
た
し
て
も
、

所
得
に
よ
っ
て
は
助
成
の
対
象
と

は
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
は
住
民

票
上
の
世
帯
だ
け
で
は
な
く
、
世

帯
外
の
同
一
生
計
者
も
含
め
て
所

得
税
非
課
税
か
ど
う
か
を
判
定
し

ま
す
。

問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
３
）

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

　

納
税
通
知
書
と
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
が
あ
れ
ば
、
便
利
な
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
も
利
用
で
き
ま
す
。

納
期
限
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
納
税
通
知
書
の
発
送
日

　

５
月
２
日
㈪

※　

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
納
期
限

　

５
月
31
日
㈫

▽
納
付
方
法

・
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付

・
コ
ン
ビ
ニ

・
金
融
機
関
や
県
民
セ
ン
タ
ー
窓

口
な
ど

▽
納
期
限
ま
で
の
納
税
が
難
し
い

場
合

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
と
、

申
請
に
よ
っ
て
納
税
の
猶
予
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収

納
管
理
課

（
☎
０
８
５
５
‐
29
‐
５
５
２
２
）

自
動
車
税
（
種
別
割
）

期
限
内
の
納
付
を

　事前に予約が必要です。
休日窓口（日曜日）　　　₈時30分～12時
　５月15日・29日　６月12日・26日
平日窓口延長（月曜日）　17時15分～19時30分
　５月９日・23日　６月６日・20日
▽申請・交付場所　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
※　予約状況により、希望日時に受け取りができない場
合があります。

申・問市民課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8067）

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を
開設
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令
和
４
年
４
月
か
ら
大
田
市
で

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど

ん
な
仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
６
日
㈮
・
20
日
㈮

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

▽
参
加
費　

無
料

▽
対
象　

60
歳
以
上

▽
定
員　

先
着
15
人

申
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
１
２
０
‐
78
‐
１
１
４
２
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

住
所
・
名
前
を
明
記
さ
れ
た
人
へ
は
、
直
接
ご
本

人
へ
回
答
し
ま
す
。
な
お
、
市
政
に
関
し
な
い
も
の

や
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
・
趣
旨
が
不
明
な
も
の
に
は
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
住
民
票

の
写
し
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

公
衆
電
話
を
市
役
所
内
・
屋
外
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

　

現
在
、
大
田
市
で
は
費
用
対
効
果
が
見
込
め
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
導
入

な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
交
付
可
能
な
環
境
を
整
え
る
予
定
で
す
の
で
、

利
便
性
の
向
上
に
向
け
、
引
き
続
き
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
所
管
／
政
策
企
画
課
・
市
民
課
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
公
衆
電
話
を
設
置
し

て
い
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
方
針
に
よ
り
、
令
和
４
年

３
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

庁
舎
西
側
駐
車
場
の
一
角
に
電
話
ボ
ッ
ク
ス
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
公
衆
電
話
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
所
管
／
管
財
課
）

問
政
策
企
画
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
６
）

ご
意
見

ご
意
見

回
答

回
答

　
「
子
育
て
支
援
の
た
め
の
事
業
」

を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
そ
の

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
事
業　

子
育
て
支
援
家
庭

の
父
親
、
母
親
、
祖
父
母
、
地

域
住
民
な
ど
を
対
象
と
し
た
行

事
（
例
／
親
学
、
子
ど
も
の
生

活
リ
ズ
ム
づ
く
り
や
食
育
に
関

す
る
行
事
、
命
の
大
切
さ
を
伝

え
る
講
演
会
、
子
育
て
・
子
育

て
支
援
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
）

▽
補
助
額　

事
業
に
対
す
る
経
費

（
上
限
18
万
円
）

▽
募
集
期
間

　

４
月
25
日
㈪
～
５
月
31
日
㈫

▽
募
集
団
体
数　

２
団
体

問
子
ど
も
保
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
８
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

子
育
て
支
援
事
業

助
成
団
体

▽
日
時　

５
月
21
日
㈯
14
時
～

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品　
「
向
日
葵
の
丘　

１
９

８
３
年
・
夏
」（
２
０
１
５
年

／
１
３
８
分
）

▽
内
容　

１
９
８
０
年
代
に
映
画

制
作
に
情
熱
を
燃
や
し
た
女
子

高
生
３
人
組
。
卒
業
目
前
に
起

き
た
事
件
が
き
っ
か
け
で
離
れ

ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
３

人
が
、
故
郷
で
30
年
ぶ
り
の
再

会
を
果
た
す
（
出
演
／
常
盤
貴

子
、
芳
根
京
子
ほ
か
）

▽
定
員　

90
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
入
場
料　

無
料

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう
案内することはありません。不審な場合は、
介護保険課へお問い合わせください。

問介護保険課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8063）

▽
日
時　

５
月
14
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
、
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０
‐
６

３
１
５
‐
９
５
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介護保険料の還付金詐欺に注意！
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　市役所の本庁舎は、昭和57年の建
設から40年が経過しており、経年劣
化に加え、平成30年４月の島根県西
部地震の影響もあり、多くの不具合
が生じています。また、現在の耐震
基準を満たしていないという大きな
問題もあり、本庁舎の整備は市が抱
える大きな課題の一つとなっていま
す。
　昨年５～６月に「本庁舎整備を考
える会（ワークショップ・アンケー
ト）」を開催。また、８・10月には「本
庁舎整備を考える会」の参加者を含
む「本庁舎整備を考える会（少人数
版）」を開催し、本庁舎整備のほか多
方面にわたる意見をいただきました。
　これらを踏まえ、市の方向性を取
りまとめ、「整備候補地２か所の選
定」「現本庁舎に耐震改修はおこな
わない」の２点について、３月市議

市長と語ろう
「大田市役所本庁舎整備編」

各まちづくりセンターで開催
会で報告しました。
　本庁舎の整備にあたっては、市民
の皆さんに情報を公開したうえで整
備の必要性を説明し、皆さんと情報
を共有しながら取り組むことが重要
です。しっかりと状況整理をおこな
いながら検討を進めてまいります。
　今回の意見交換会は、これまでの
経過などを説明し、今後の進め方に
ついて、市長が直接ご意見を伺いま
す。
　皆さんの参加をお待ちしています。

▽日時　５月～７月（右表のとおり）
　　　　19時～20時
▽会場　各まちづくりセンター
▽参加者　各会場20人程度
※　事前申込は不要です。

問建築営繕課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8010）

　自主防災組織は、災害
時に地域住民同士が助け
合い、情報共有や避難、
救助などをおこなう組織
です。大きな災害時には
行政などの支援がすぐに
届かないことがあるため、
自分や地域を守るために
自主防災組織が重要にな
ります。
　しかしながら、３月末現在の大田市の自主防災組織率
は市内全世帯の47％と、低い水準にとどまっています。
このため、市では新たに自主防災組織を設立するための
支援として、相談の受付や地域での説明、組織化に関す
る助言などをおこなっています。また、自主防災組織の
設立後には訓練計画作成の支援や防災研修の実施、資機
材に関する補助制度を設けています。
　昨年度は２組織が設立したほか、設立を検討する団体
が増えてきています。皆さんの防災意識が変わりつつあ
る今、自主防災組織の設立をぜひ地域でご検討ください。

問危機管理課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8009）

地域で自主防災組織を え～で木
き

を販売
　市では、豊富な資源を誇る森林を適正に管理するため、
伐
き

って、使って、植えて、育てる循環型林業を推進して
います。
　この一環として、大田市産木材の消費拡大と地産地消
を促すため、強度基準をクリアした木材を大田地域ブラ
ンド木材「え～で木」として販売する取り組みを大田市
木材市場協同組合（竹下哲史代表理事）が始めました。
　これは、従来の目視による選木に加え、強度測定器を
用いて検査して販売することで、他の市場との差別化を

図る取り組みです。
　今後も木材は建築材
だけでなく、紙や発電
にも利用されるなど、
さまざまな需要が見込
まれています。大田市
の森林資源を活用する
ため、木材資源の市内
循環を目指していきま
す。

問森づくり推進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8178）

大 田 地 域
ブランド木材

強度測定器を使う検査

５月
９日㈪　大田　　12日㈭　川合
13日㈮　大屋　　20日㈮　朝山
24日㈫　富山　　26日㈭　波根
27日㈮　鳥井
６月
３日㈮　長久　　14日㈫　久手
15日㈬　久利　　16日㈭　五十猛
17日㈮　静間　　20日㈪　池田
22日㈬　志学　　23日㈭　北三瓶
24日㈮　大森　　27日㈪　水上
28日㈫　大代　　29日㈬　祖式
30日㈭　福波　
７月
１日㈮　温泉津　４日㈪　湯里
５日㈫　井田　　７日㈭　仁万
８日㈮　宅野　　11日㈪　大国
14日㈭　馬路

日程と会場

地域の
力
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山陰道
令和４年度
事業計画

　３月10日、明治安田生命保険相互会社と包括連携協定
を締結しました。
　この包括連携は健康づくりの推進のほか、産業振興や
スポーツ振興など幅広い分野での連携を進めていこうと
するものです。
　締結式では、市長が「わたしの地元応援募金」による
寄附や「はぴ得チケット」事業の周知など、これまでの
協力に感謝するとともに「市民の皆さんが健康でいきい
きとした生活が送られる環境づくりへの推進につながる
と期待をしている」とあいさつ。また、瀬戸康広松江支
社長は「地域の皆さんの健康寿命の延伸や、地域活性化
につながるよう一緒に汗を流して取り組みたい」と応え
ました。

　現在、市内においては「大田・静間道路」「静
間・仁摩道路」「福光・浅利道路」で着々と事
業が進められています。
　島根県を東西に結ぶ山陰道は、つながること
で経済活動のみならず、防災や医療、福祉など
の「命の道」としても効果を発揮する重要な道
路です。既に開通している山陰道においては、
移動時間の短縮をはじめ、交通事故の減少、災
害時の交通機能の確保などに整備効果が表れて
います。
　開通区間と未開通区間が連続する市内におい
ては、令和５年度の「大田・静間道路」と「静
間・仁摩道路」の開通により、利便性がさらに
向上するものと期待されます。
　市では、事業区間の一日も早い完成と山陰道
の全線開通に向け、引き続き関係機関へ強く要
望していきます。

道路名 事業内容
大田・静間道路　延長5.0㎞ 令和５年度 開通予定

調査設計、 用地補償、 改良工事、 舗装工事、 橋梁上部工事静間・仁摩道路　延長7.9㎞

福光・浅利道路　延長6.5㎞ 平成28年度　事業化
調査設計、 用地買収、 用地補償、 改良工事、 橋梁下部工事

　３月24日、大田除雪基地が静間町に開所しました。
　大田除雪基地は、大田市内を中心に山陰道や国道９号の除雪の
起点となります。建物正面には、山根ののさん（大田高校２年）
が心を込めて揮

き

毫
ごう

した
看板が設置され、開所
式で除幕しました。
　また、地元自治会や
静間保育園の園児が現
場を見学。除雪機械の
試乗やドローン操縦の
体験をした園児は、目
を輝かせて楽しんでい
ました。

問事業推進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8167）

大田除雪基地が開所
冬季の安全確保に期待

明治安田生命保険・島根県立大学
包括連携協定を締結

　３月24日、公立大学法人島根県立大学と組織相互の連
携・協力を強化するため、包括連携協定を締結しました。
　人材育成や共同研究などによる地域社会の発展に向け、
清原正義理事長は「連携協定を契機とし、大田市との協
力関係を深めたい」とあいさつ。そのうえで、大田市の
まちづくりへの貢献を基本としながら、大森地区をフィー
ルドとした研究や教育活動を展開するほか、県立大学の
サテライト施設として、大森地区の古民家を改修した「ま
ちなか図書館」を開設し、学生により運営されることな
どを発表しました。
　市長は「若者の流出などによる少子高齢化、人口減少
による過疎化などの地域課題を抱える中、包括連携協定
の締結は、極めて意義深い」と述べました。

地域が抱えるさまざまな課題に対して、自治体と民間企業
などが連携して解決を目指す取り組みです

問政策企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8005）

協
定
書
を
手
に
す
る

瀬
戸
支
社
長（
左
）と
市
長

協
定
書
を
手
に
す
る

清
原
理
事
長（
左
）と
市
長

開所式にはらとちゃんも登場
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朝山町　富山町　波根町
久手町 仁摩町

温泉津町

温泉津町

五十猛町　静間町　鳥井町
久手町　長久町

大田町　大屋町

₅月12日㈭ ₅月18日㈬

₅月19日㈭

₅月20日㈮

₅月13日㈮

₅月17日㈫

旧仙山公民館 ₉：50～10：00
朝山まちづくりセンター 10：05～10：10
畑／島林坊付近 10：15～10：20
旧富山まちづくりセンター 10：30～10：40
勝手／高鷲博様宅付近 10：50～10：55
土居自治会館 11：05～11：10
ＪＲ波根駅 11：25～11：45
波根まちづくりセンター 11：50～11：55
柳瀬／河元寺集会所 13：10～13：20
大西／旧家畜診療所付近 13：30～13：35
鈴見集落センター 13：45～13：50
中尾／円光寺　前 13：55～14：20
市民第２球場駐車場付近 14：25～14：30
久手まちづくりセンター 14：35～14：50
ＪＦしまね久手出張所付近 14：55～15：00
越峠多目的集会所 15：05～15：10

大東コミュニティセンター 10：10～10：20
仁万コミュニティセンター 10：25～10：40
天神会館　 10：45～10：55
仁万／立平浜墓地 11：00～11：05
宅野／大原墓地 11：10～11：15
宅野口バス停近く 11：20～11：25
伝統芸能伝承館 11：30～11：35
市役所仁摩支所 11：45～11：50
みはらしの館　冠野原 13：15～13：25
大国／草木原松源寺　前 13：35～13：40
大国消防団第１班・３班格納庫　前 13：45～13：50
川西会館 13：55～14：00
宮村会館 14：05～14：10
琴姫の碑前駐車場 14：25～14：30
鞆ケ浦手前の舟津公共駐車場 14：35～14：40
高山会館　前　 14：45～14：50

湯港公民館 10：05～10：10
旧湯里まちづくりセンター 10：15～10：25
湯里／中村（県道待避所） 10：30～10：40
コミュニティよずくの里 10：50～10：55
荻村集会所 11：10～11：25
井田まちづくりセンター 11：40～11：50
横道集会所 13：10～13：20
殿村倉庫 13：30～13：40
福田消防車庫 13：45～13：50
井田生活改善センター 14：00～14：15
水仙会館 14：25～14：30
上村会館 14：35～14：45
市役所温泉津支所 14：55～15：00

ＪＲ温泉津駅横駐車場 ₉：45～₉：55
ゆう・ゆう館 10：00～10：05
福波まちづくりセンター 10：15～10：20
ＪＲ福光駅 10：25～10：35
今浦橋付近 10：40～10：45
福浦生活改善センター 10：50～10：55

赤井集会所 ₉：20～₉：35
大浦団地入口 ₉：40～₉：45
大浦自治会館 ₉：50～₉：55
五十猛まちづくりセンター 10：00～10：10
ＪＲ五十猛駅 10：15～10：25
上静間生活改善センター 10：35～10：40
ＪＲ静間駅 10：50～10：55
静間まちづくりセンター 11：00～11：10
ＪＡ旧鳥井サービスセンター 11：20～11：25
鳥井まちづくりセンター 11：30～11：35
鷺見自治会館 11：40～11：45
鳥越自治会館 13：15～13：25
諸友団地集会所 13：35～13：40
野井神社 13：50～13：55
長久まちづくりセンター 14：05～14：10
土江自治会館 14：15～14：20
稲用中自治会館 14：25～14：35
延里下／正願寺　前 14：40～14：45

宮崎公園駐車場 ₈：55～₉：05
野城自治会館 ₉：15～₉：25
出口自治会館 ₉：30～₉：35
小池バス停付近 ₉：40～₉：45
職業訓練センター ₉：55～10：10
大田市医師会館駐車場 10：15～10：20
市民球場駐車場 10：25～10：35
柳ヶ坪／ひまわり付近 10：40～10：45
大屋まちづくりセンター　 11：00～11：05
大屋上下自治会館 11：10～11：15 問環境政策課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8069）
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大代町　祖式町　水上町
大森町　久利町

集合注射日程表

お願い

三瓶町　山口町　川合町₅月10日㈫ ₅月11日㈬

大代まちづくりセンター／高山会館 ₉：30～₉：45
山田集会所 ₉：55～10：05
飯谷／柿田幸雄様宅　前 10：10～10：15
弓久／了真寺　前 10：25～10：30
山中自治会館 10：45～10：50
祖式まちづくりセンター 10：55～11：05
大原自治会館 11：15～11：20
米山集会所 11：30～11：40
三久須中自治会館 11：50～11：55
水上まちづくりセンター 13：10～13：20
福原中生活改善センター 13：25～13：35
井戸神社駐車場 13：50～14：00
今市自治会館 14：10～14：15
久利まちづくりセンター 14：20～14：30
赤波一自治会館 14：40～14：45
畑ヶ中バス停付近 14：55～15：00

北三瓶まちづくりセンター
旧多根分館 ₉：20～₉：30

北三瓶まちづくりセンター ₉：40～₉：50
佐津目集会所 10：10～10：20
加渕生活改善センター 10：50～11：00
旧志学まちづくりセンター 11：05～11：15
池ノ原自治会館 11：30～11：40
池田まちづくりセンター 11：45～11：55
小屋原自治会館 13：10～13：20
瓜坂自治会館 13：35～13：40
程原バス停付近 13：45～13：55
忍原／蓮乗寺　前 14：05～14：10
川合まちづくりセンター 14：20～14：30
吉永上自治会館 14：40～14：45

※　道路事情などにより、予定時刻に到着できない場合があります。
※　新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、中止する場合があります。中止の場合は、
音声告知放送や市ホームページなどでお知らせします。

※　新たに登録する場合は、別途登録手数料3,000円が必要です。
※　犬が死亡したときや飼主の住所が変わった場合は、届出が必要です。

・事故防止のため、必ず犬を制御できる人が連れてきてください。
・会場でフンをした場合は、飼主が責任を持って処理してください。
・来場の際は、マスクを着用してください。
・当日発熱などの症状がある場合は、来場をご遠慮ください。
・日程の都合がつかない場合は、動物病院で予防注射を受けてください（必ず「お知らせハガキ」

を動物病院に持参してください）。

　犬の飼い主には、飼い犬の登録をすること
（生涯１回）と狂犬病予防注射を受けさせる
こと（毎年）が法律で義務付けられています。
　市では、次のとおり各地域で狂犬病予防集
合注射を実施します。日程表を確認のうえ、
最寄りの会場へお越しください。

▽実 施 期 間　₅月10日㈫～20日㈮
▽場所・時間　日程表のとおり
▽持　ち　物
①お知らせハガキ
　（２月末までに犬の登録をしている人には、４月上旬に郵送しています）
②注射料金　１頭あたり3,000円
　（注射料2,450円＋注射済票交付手数料550円）

狂犬病予防集合注射
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波根・朝山・富山 12日 26日

久手（鳥越含） ₉ 23

鳥井・長久（新諸友含） 13 27

静間・五十猛・大屋 17 31

大代・祖式・水上・大森 18 30

川合・久利 ₂ 19

大田（橋北） 11 25

大田（橋南） ₆ 20

三瓶・山口（大田野城含）10 24

温泉津 12 26

湯里・井田 ₂ 19

福波 11 25

仁万 10 24

天河内・馬路 13 27

宅野・大国 ₆ 20

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター

（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
　

【平日】
一般家庭　９時～16時
事 業 所　（燃やせるごみ・不燃ごみ）
　　　　　９時～15時

【休日】　１日・15日　
一般家庭　８時30分～11時30分
　
※　大田容器包装リサイクルセン
ターの休日受付は、大田可燃物中間
処理施設でおこないます。

ごみの持ち込み

５月不燃ごみの収集日

〈広告〉

※　法令の基準を満たす焼却炉を使用した焼却は認められています。
※　プラスチック類・ビニール類は、焼却できません。必ず、市の収集に出
してください。

　畑や庭からでた草は「燃やせるごみ」として指定袋に入れ、収集場所に出
しましょう。
　やむを得ず草を燃やす場合は、よく乾かし、少量ずつ短時間で燃やすなど、
ご近所の迷惑にならないようにしてください。
　また、バケツに水を準備し、火が消えるまではその場から離れないでくだ
さい。

　「近所でごみを燃やしていて臭くて困る」「煙で窓が開けられない」「洗濯
物が汚れた」など、ごみの野外焼却に関する苦情が多く寄せられています。
ごみを処分する場合は、市の指定袋に入れて収集場所に出し、野外焼却はや
めましょう。

野外焼却　法律で禁止されています

　廃棄物の野外焼却（野焼き）は法律により禁止され
ています。違反すると５年以下の懲役、1,000万円（法
人は３億円）以下の罰金または、その両方が科せられ
ることがあります。地面に穴を掘っての焼却、ドラム
缶を使用した焼却、ブロックを積んでの焼却なども野
外焼却となります。

　次については焼却禁止の例外とされていますが、焼却によって大量の煙や
臭いが発生し、地域に迷惑がかかる場合は、禁止規定の例外には該当しませ
ん。
・農業または林業を営むうえでやむを得ないものとしておこなわれる廃棄物

の焼却（農業での稲わらなどの焼却、林業での伐採した枝などの焼却）
・たき火、その他日常生活を営むうえで通常おこなわれる廃棄物の焼却であっ

て、軽微なもの（キャンプファイヤー、暖をとるための薪や木くずの焼却）
・風俗慣習上または宗教上の行事をおこなうために必要な廃棄物の焼却（地

域の行事における門松やしめ縄などの焼却）
・震災、風水害、火災などの災害の予防、復旧のために必要な廃棄物の焼却

　など

畑や庭からでた草は「燃やせるごみ」に

野外焼却の罰則

野外焼却禁止の例外にも該当しない場合も

問環境政策課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8069）

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

子ども　無料
大　人　①③300円　②100円

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

28日㈯　17：00～19：00
☎090 ‐ 4897 ‐ 4308

②みんなの食堂
　祖式ジム（はし持参）

21日㈯　11：00～13：30
☎090 ‐ 1188 ‐ 9088

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

21日㈯　17：00～19：00
☎0854 ‐ 83 ‐ 7373

子ども食堂５月の予定
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５月の相談

年金相談（要予約）

₆日㈮・19日㈭　10時～15時
（最終受付時間） 市役所４階大講堂

申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 ‐ 24 ‐ 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 ‐ 83 ‐ 8154）

行政相談

13日㈮　₉時～12時 温泉津まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8038）

石見法律相談センター相談会（要予約）

20日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館

申・問石見法律相談センター（☎0855 ‐ 22 ‐ 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 ‐ 84 ‐ 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート

（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　 談

10日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

13日㈮・20日㈮・
27日㈮
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 ‐ 82 ‐ 0091）

こころの健康相談・アルコール相談（要予約）

13日㈮　13時30分～15時30分 県央保健所

申・問県央保健所健康増進課（☎0854 ‐ 84 ‐ 9823）

移動ナースバンク

25日㈬　13時～16時 ハローワーク石見大田

問島根県ナースセンター（☎0852 ‐ 27 ‐ 8510）

福祉のお仕事相談会

25日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 ‐ 24 ‐ 9340）

若者就労相談

13日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

問サポートステーション出雲（☎0853 ‐ 31 ‐ 6663）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

13日㈮　19時～21時 大田商工会議所

問大田はぴこ会事務局（☎080 ‐ 2940 ‐ 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

★夜間納付・相談窓口
市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を20時まで受け付け
ます。
₄月27日㈬、28日㈭
₅月₂日㈪、10日㈫、27日㈮、30日㈪、31日㈫

問収納管理室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8026）

期限内に納付をお願いします

納期限および口座振替日 ₅月31日

固 定 資 産 税 １期

軽自動車税（種別割） 全期

税・保険料
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　３月31日には両園で閉園式をおこ
ない、園児や保護者、関係者などが
集まりました。
　式では、市長が「楽しい思い出が
たくさん詰まった保育園とも今日で
お別れだが、保育園はみんなの心の
中にずっと残っていく。思い出や友
だちをいつまでも大切にしてほしい」
と子どもたちに呼びかけました。そ
して、思い出が残る園舎に感謝の気
持ちを込め、園児が「ありがとう　
しずまほいくえん」「さよなら　ぼ
くたちのほいくえん（波根保育園）」
を元気いっぱい歌いました。
　最後に参加者全員で、「ありがと
う！」と風船を空に放ち、舞い上が
るたくさんの風船を見えなくなるま

　これまで、教育・保育の重要な役割を担ってきた大田市立静間保育園と大
田市立波根保育園（指定管理者／社会福祉法人あけぼの会）が、３月末をもっ
て閉園しました。

楽しい思い出、ありがとう
静間保育園・波根保育園が閉園

で笑顔で手を振りながら、慣れ親し
んだ園舎（静間／昭和53年度建設、
波根／昭和55年度建設）に別れを告
げました。
　静間保育園は、昭和31年に開園。
以来、926人の卒園生を送り出し、
65年の歴史に幕を下ろしました。ま
た、昭和24年に開園した波根保育園
は、1,841人が卒園。72年の歴史に
幕を閉じました。
　４月から静間保育園は鳥井保育園
に統合。波根保育園はくてこども園

（あけぼの会設置）と統合し、あけ
ぼのこども園（同）となりました。
長年にわたり、両園の運営や活動に
ご協力いただき、ありがとうござい
ました。

問子ども保育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8107）

波根保育園

静間保育園

波根保育園　うた
「さよなら　ぼくたちのほいくえん」

静間保育園　園長あいさつ

　春の全国交通安全運動の実施にあわせ、４月６日に大田警察署
で関係者が集まり、大田市交通安全決起大会を開催しました。交
通安全宣言により市民に交通安全を呼びかけ、「交通事故のない
安全な大田市」を目指していくことを誓いました。
　決起大会の終了後には、参加した約20人が大田警察署前の国道
９号に立ち、行きかう車や自転車、歩行者に向けて「交通安全」
を呼びかけました。

問危機管理課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8009）

春の全国交通安全運動
みんなで守ろう交通ルール。

安全運転を呼びかける関係者


